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第 1章 緒 言
結核化学療法剤としての HONに関する基礎




3.13-6.25γ/ml程度の MIC を示 し,その静菌
力は PZA (薬剤の略号については第 1篇参照)

































第2章 動 物 実 験
第 1節 実 験 材 料
第 1項 使 用 動 物













































実 験 方 法
被検薬液の作成 はマウスの体重を略々一定に揃え
て,マウス1頭当りの投与量が 0.5mlになる様に被










実 験 成 績
表は LD5｡算出に必要な群の成績のみを示 し
た｡
1) 腹腔内投与に依 る HONの急性毒性 :成
績は表 2に示す如 く5%の危険率で LD5｡を算
出すると 5,800mg/kg,その信頼限界は 5,370-
6,264mg/kgであった｡
2) 皮下投与に依る HONの急性毒性 :成績
は表 3に示す如 く5%の危険率で LD50は 5,800
mg/kg (信頼限界は 5,370-6,264mg/kg)であ
った｡
3) 経口投与に依る HONの急性毒性 :成績


















培 地 血 清 濃 度
家霞葦清 ま培地習 .P液皇
30%血清加硫安培地 0.3 0.1 0.6
50%血清加硫安培地 0.5 0.1 0.4
菌 浮 薄 液
接 種 量
????? ?
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表 3 HON のマウスに対する急性毒性 (皮下投与)
良_良. 鶴














































表 4 HON のマウスに対する急性毒性 (経口投与)
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投 与 量 1死亡数/ 死 亡 率(%
(mg/kg) 1 使用動物数 F (観察値)




































し1.0g当り HON は 0.1mg及び 0.2mg,DHSM
は 0.01mgの薬剤投与量 (対照群には生理的食塩水)
















実 験 成 練
実験群 は表 5に示 した｡ 第 1群 は HON 100
mg/kg,第 2郡は HON 200mg/kg,第 3群 は
DHSM IOmg/kg, 第 4群 は非治療対照群であ
る｡
実験群 の編成及び各群 の平均生存 目数を表 5
に示 し,その生存率曲線 を図 1に示 した｡図 1に









治療群の 順に並び, 対照群 に比 して 治療群は
かなりの延命効果を示 したが治療群 3者間の差
違は極めて 小 さい｡ 表 5の 平均生存 日数か ら
みて も HON IOOmg/kg治療群は対照に比 しそ
の差が 4日, HON 200mg/kg治療群に於いて
は対照群 との差が 5日で,マウスの生存 日数を
対象 とす る本実験に於いて HON IOOmg/kg及




実 験 方 法
















の HON 溶液並びに対顔薬剤として 20mg/mlの
DHSM 溶液を調製し,1日1回週6日 (体重 1.0kg
当り 1.Omlの割合)HONは経口的に,DHSM は左
大腿皮下に投与した｡ 従って投与量は体重 1.0kg当
り HON は 100mg及び 200mg,DHSM は 20mg
である｡尚,対照群には同量の生理的食塩水を授与し















表 6 実 験 群 の 編 成


















表 7 前眼部結核性病変指数の経過 (各群平均)
治 療
実 験 群 ;-這高 音 1
第 1群HONIOOmg/kglR1回経口 ! 3.4
第2群HON200mg/kg1日1回経口 : 3.4
第3群SM20mg/kglH1回皮下注 . 3.3
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表 9 各 臓 器 の 肉 眼 的 結 核 性 病 変
実 験 群 動 物番号ト
:T 17
第 1群 HONIO0-g/kg iT 38
肺
重量(g);病 変
12.0 1 十什 45.0 +
6.0 + 28.0 +
1T 97























7.0 : 榊 ･51.0 さ Ⅲ : 3･0
7.0 十卜 37.5 + 7.0









器の定量培養を行なった｡即ち肺,肝,牌及び厳嵩部 苛性ソーダ液を加えて 作成 した臓器の10倍稀釈液の
並びに鼠瑛部の淋巴腺を摘出し,これら内臓諸器管の 0.1mlを 3%小川培地斜面に流 し,卵字卵器中 (37oC)
肉眼的結核性病変を観察記録した｡次いで眼球,肝, に収め8週後に結核菌の発育状態を肉眼的に観察し成
牌の-組織片 (約0.5g)を滅菌乳鉢内で磨砕 し, 2% 続を判定 した｡
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表 10 各 臓 器 内 結 核 菌 定 量 培 養 成 績
第1群 HON IOOmg/kg















































DHSM 治療群が最 も少 く,HON200mg/kg治








































































実 験 方 法 L
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め, 5時間では対象家兎 4頭中 1頑に不完全発





投与時 には 血清静菌力が 5時間以上 持続する
事が明瞭となったので, 採血時間を 更に延長







実 験 方 法
人体に於ける治療成績を検討する為,既往に一次及










性化 し, 1例が 著明な 減少 を示 した｡ 一方,
HON 投与開始後間もな く全身衰弱の為死亡 し











































































的に HONを投与 した｡ 最初, 副作用を考慮
して 1日 1･0-2･Ogの投与量で開始 し12.0g迄
漸増 したが副作用と思われる症状を認めなかっ
た｡又,6名中 1名が一時的ではあったが培養
陰性化した｡ 此の症例は 1日 12.0g迄増量し
た患者であった｡HONの invitroの静菌力は
























いてさえ DHSM 20mg/kg投与にさ程勝 るも
のではないが, この程度の 抗結核性を有する






薬として殆んど注 目され なかった sulfa剤を














6,264mg/kg, 経口投与に 依る LD50は 6,400
mg/kg,その信頼限界が 5,981-6,848mg/kgで,
HON の急性毒性は極めて弱い｡
2) マウスの 実験的結核症 を対象 としての
HONIOOmg/kg毎 日皮下注射はDHSMlong/kg
毎 日皮下注射 と同様の治療効果を示 した｡
3) 海ち異の 前眼部結核症を対象とした HON
IOOmg/kg及び 200mg/kg毎 日経口投与実験





5) 6名の肺結核患者を対象として HON 1
目量 12.0g迄の単独経口投与を試み全例に副作
用を認めず,且 1例はR客疾中結核菌が培養陰性
化 した｡
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